
様式第１号（第４条関係）

※いずれかを☑してください

名　　　称

〒　　　　　－

 Ｔ　Ｅ　Ｌ

E-mail

(更新の場合は不要）

(更新の場合は不要）

　

令和　　　　　年　　　　月　　　　日 　署　　名

（注意）署名は自署により行い、押印は不要。

（設計）
　　※１ 受講登録者番号 … 耐震診断講習受講登録者証の受講登録番号を記載（大分県建築物総合防災推進協議会長名で発行）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　新規講習を受講の場合には記載不要

（設計・施工共通）
　　※ 写真1枚（縦3cm×横2.5cm　写真裏面に氏名を記入して下さい）

登録日

第 号

「おおいた住まい守り隊」（　登録　　更新）申請書

講 習 会 場

受講年月日

宣　　誓　　書

　私は、「おおいた住まい守り隊」の一員として、県民が安心して依頼できる、良心的な耐震診断・耐
震改修業務の遂行にあたることを誓います。

　　大分県建築物総合防災推進協議会　会長　　殿

講習会受講確認
（事務局記入欄）

登録欄
（事務局記入欄）

事務所登録番号 　大分県知事登録　第　　　　　　　　　　-　　　　　　　　　　　　　号　

事
務
所
名
・
会
社
名
等

所 在 地

ＦＡＸ

　　　生 年 月 日 　　　昭和　　　平成　　　　年　　　　月　　　　日生 性　別 　男　　　　　女

受講登録者番号
(※1）

※大分県木造建築耐震診断士登録証番号を記入

受講者氏名

登 録 区 分 設計　　　施工　　　設計及び施工

フリガナ



1

4

9

10

チェック欄

 適正な診断を行うこと。 □

2

診断結果や補強後の耐震性の向上について、所有者に技術者として丁寧に

□

 説明すること。

3

一般の方からの診断等の依頼や問い合わせに対して、所有者等の立場に立って

□

 誠実に対応すること。

 最新の県や市の補助制度について常に把握しておくこと。 □

5

補強工事等について積極的にＰＲすること。工事の際は、所有者の了解を得た上で、

□

 外部に施工者、工事監理者を記した表示坂（Ａ３サイズ以上）を掲示すること。

6

所有者の工事費負担額軽減のため、コスト縮減に資する工法や材料についての

□

情報の入手に努めること。

 耐震診断における各診断方法の理解を深めること。 □

 耐震改修の技術の向上に努めること。 □

7

 補強設計（工事監理）と補強工事を１つの契約で行う場合においても、それぞれの

□

費用について見積書で明示すること。

8

耐震補強工事と併せて行うことが望ましい断熱化工事やバリアフリー化工事について

□

 積極的に提案すること、またその際補助対象内外の説明を適正に行うこと。

〜⼼がけるべき１０箇条〜
『大分県内の木造住宅の耐震性の向上を図ること』

『住宅所有者や住人が安心して住み続けられる住まいを確保すること』

ができるよう、以下のことについて心がけてください。


